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１．第Ⅴ期：令和６～８年度の位置付け（令和７年度事業計画書に記載済） 

 

２ 北上市在宅医療介護連携推進事業の推進体制（令和７年度事業計画書に記載済） 

 

３ 令和７年度北上市在宅医療介護連携推進事業 

(１) 協議会・委員会・部会等                    ◎主たる場面・目的 ○関連する場面 

事務事業名 
開  催 

回数等 

４つのフェーズ 
連携 

手法 
進捗状況 日常 

療養 

入退 

院 

急変 

時 

看取 

り 

北上市在宅医

療介護連携推

進協議会 

３回 ○ ○ ○ ○ 三次 

第１回 令和７年７月９日開催 

北上済生会病院（出席34名） 

・令和６年度事業報告 

・令和７年度事業計画 

第２回 令和7年12月22日開催 

北上済生会病院（出席31名） 

・令和7年度事業中間報告 

・きたかみ型地域包括ケアシステム構築の

成果と課題について（意見交換） 

第３回 令和８年３月16日開催 

北上済生会病院（出席31名） 

・各部会活動状況報告 

・令和８年度事業方針 

北上市在宅医

療介護連携支

援 セ ン タ ー 運

営推進委員会 

３回 ○ ○ ○ ○ 三次 

第１回 令和7年7月1日開催 

北上済生会病院（出席13名） 

・令和７年度第１回協議会の議題等 

・在宅医療連携拠点先進地視察研修

報告（新潟市） 

第２回 令和7年12月8日開催 

北上済生会病院（出席12名） 

・令和7年度第2回協議会の議題等 

・在宅医療連携拠点等研修会報告 

第３回 令和８年３月６日開催 

北上済生会病院（出席12名） 

・令和7年度第3回協議会の議題等 

・在宅医療の動向（情報交換） 

北上市入退院

支援作業部会 
３回 ○ ◎ ○ ○ 三次 

第1回 令和7年6月11日開催 

北上済生会病院（出席17名） 

・令和7年度活動方針 
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・令和6年度ハンドブック活用連携会の成

果と課題分析 

・令和7年度ハンドブック活用連携会の開

催 他 

第2回 令和7年10月8日開催 

北上済生会病院（出席18名） 

・令和7年度ハンドブック活用連携会の開

催 

・医療と介護の情報提供書（在宅情

報）の運用 

第3回 令和8年2月18日開催 

北上済生会病院（出席16名） 

・入退院支援ハンドブック活用連携会の

開催報告 

・医療と介護の情報提供書の運用 

・令和8年度部会活動方針 

わたしのきぼうノ

ート作成班 
３会場 ◎ ○ ○ ○ 三次 

令和７年9月３日～28日 

北上市立中央図書館 

「人生の心づもり」と「認知症」をテーマとし

た展示 

令和７年９月６日～７日 

北上市障がい者福祉展（PAL）での展

示 

令和7年11月16日 

済生会フェア「健康相談コーナー」に“わた

しのきぼうノート紹介窓口”を設置 

（相談者18名） 

地域リハビリテ

ーション部会 
３回 ◎ ○   三次 

第1回 令和7年5月22日開催 

北上済生会病院（出席19名） 

・令和7年度活動方針 

・関係専門職の連携に係る現状と課題

抽出（ﾋｱﾘﾝｸﾞ・ｱﾝｹｰﾄ調査結果） 

・ 関 係 専 門 職 の 業 務 実 態 （ 人 材 資

源）の把握 

第2回 令和7年9月11日開催 

北上済生会病院（出席17名） 

・ 関 係 専 門 職 の 業 務 実 態 （ 人 材 資

源 ） の 把 握 （ 調 査 事 業 所 ： 189 か
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所） 

・関係専門職の研修会の開催 

第3回 令和8年1月15日開催 

北上市済生会病院（出席13名） 

・地域リハビリテーション関係専門職業務

実態調査結果 

・関係専門職の研修会の開催 

・令和８年度活動方針 

(仮称)医療機

関・介護施設

連携部会【新

規】 

R8年度

までに協

議体設

置予定 

○ ○ ○ ○ 三次 

部会等の設置についての検討・準備期間

としているが未着手。診療報酬、介護報

酬の改定内容を更に分析し部会設置を

判断する。 

ケアマネジメント

支援会議 
１回 ○ ○ ○ ○ 三次 

令和７年５月30日 

場所：hoKko/ふれあいホール 

（参加者61名） 

・情報提供（長寿介護課、在宅きたか

み、主任ケアマネ部会） 

  

(２) 研修会・イベント・共催事業等 

事務事業名 
開  催 

回数等 

４つのフェーズ 
連携 

手法 
進捗状況 日常 

療養 

入退 

院 

急変 

時 

看取 

り 

ケアマネジメント

研修 
２回 ○ ○ ○  三次 

（主任ケアマネ部会共催） 

第１回 令和7年7月18日開催 

生涯学習センター（受講者49名） 

・災害について考える（DWATの活動に

ついて） 

第２回 令和7年12月11日開催 

hoKko（受講者31名） 

・災害について考える（マイタイムラインに

ついて） 

医師とのうまい

付き合い方講

座 

１回 ○ ○ ○  三次 

（主任ケアマネ部会共催） 

令和7年9月22日開催 

北上済生会病院（受講者40名） 

・「医療系マネジメント力をつけよう」 

・講師：柴内一夫センター長 

シ ン ・ ケ ア ラ ボ

＠きたかみ 
未開催 ○ ○ ○ ○ 三次 

障がい福祉分野との連携を視野に開催を

目指すこととしたが開催に至らなかった。8
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年度に持ち越し再度検討する。 

意思決定支援

研修会 
１回 ○ ○ ○ ◎ 三次 

令和8年2月6日開催 

北上済生会病院（受講者34名） 

・「北上市意思決定支援研修会～“わた

しのきぼうノート”をきっかけに～」 

・北上医師会、北上市、在宅きたかみと

の共催事業 

医療従事者向

け権利擁護研

修会 

未開催 ○ ○ ◎ ○ 三次 

年度中に開催することで検討中も、時期

的な余裕がなくなり8年度に持ち越した。 

認定看護師等

に よ る 出 前 研

修 

 

14回   ○ ○ 二次 

申込期間：令和7年７月17日～12月

22日（15件） 

開催期間：令和７年９月22日～令和８

年３月11日（14件/中止1件） 

事業所種別：特養4、有料等3、認知

症GH2、小多機等3、短期入所2 

研修ﾒﾆｭｰ：感染4、皮膚排泄2、摂食

嚥下1、認知症3、緩和ｹｱ2、救急2 

心 づ も り 勉 強

会 
３回 ○ ○ ○ ○ 三次 

令和７年８月28日 

わくわく夢俱楽部（参加者16名） 

令和８年３月５日 

hoKkoまちの保健室（参加者31名） 

令和８年３月10日 

鬼柳町自治協議会（参加者15名） 

職能団体等一

次 ・ 二 次 ・ 三

次連携マッチン

グ 

１回 ○ ○ ○ ○ 

一次 

二次 

三次 

令和７年10月23日開催 

「入退院支援ハンドブック活用連携会」

（医療機関とケアマネ等介護関係者との

３次連携） 

令和７年10月～11月 

「地域リハビリテーション関係職種業務実

態調査」実施（地域リハビリテーション部

会関係者等三次連携） 

在宅医療体制

支援事業に係

る 「 待 機 支 援

事業」 

年度 ○  ○ ◎ 二次 

実施主体：岩手県医師会 

実績件数 ８件（前年度3件増） 

市 ・ 関 係 機

関・団体との共
年度 ○ ○ ○ ○ 三次 

北上市主催事業への協力 

案内・周知7件 
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催・後援事業 北上医師会主催事業への協力 

共催・後援2件、案内周知4件 

その他団体事業への協力 

案内周知7件 

 

(３) きたかみ型地域包括ケアシステム構築に係る関連事業（地域支援事業 ほか）  

事務事業名 
主催者 

連携先 

地域支援事業等 

進捗状況 総合

事業 

生活

支援 

認知

症 

その

他 

ｈｏＫｋｏ 

まちの保健室 

市 

包括 
◎    

４月から３月まで45回開催（概ね月４回） 

延べ1,713名が利用（前年度比1.4倍増加）  

場所：hoKko/ふれあいホール 

認知症初期集

中支援チーム 

市 

医師会 

包括 

  ◎  

チーム稼働の実績なし 

認知症サポータ

ー養成講座 

市 

包括 
  ◎  

・認知症サポーター養成講座 47回 1,122名 

・ステップアップ講座２回 38人 

・孫世代のための認知症講座 11回 568名 

・きたかみ版チームオレンジ「チームオレンジすまい

る」  活動9回 

認知症カフェ 

「ふらっと」 

市 

包括 
  ◎  

４月から3月まで12回開催（月１回） 

延べ258人が利用 

場所：hoKko/ふれあいホール 

    専修大学北上高等学校/グリーンホール 

くらしいきいきミ

ーティング 

市 

包括 

多職種 

 〇  ◎ 

自立支援型地域ケア会議 

令和7年11月27日開催 

北上市役所本庁舎（参加者22名） 

 

(４) 相談支援・情報収集・情報発信  （在宅：北上市在宅医療介護連携支援センター） 

事務事業名 
主催者 

連携先 

回数 

数量等 
進捗状況 

居宅介護支援

事業所等ケア

マネジャー一覧

表の発行 

在宅 

市 
630部 

令和7年5月発行、配布済 

令和7年11月14日付けで一部更新通知発送 

訪問歯科診療

パ ン フ レ ッ ト の

配布 

歯科医師会  

市 

在宅 

320部 

令和７年10月発行、配布済 

（北上歯科医師会、北上市健康づくり課・長寿介護課発行） 



6 

 

居宅療養管理

指導（薬剤）

一覧表の配布 

薬剤師会 

市 

在宅 

320部 

令和7年5月発行、配布済 

（岩手県薬剤師会・北上市薬剤師会作成） 

居宅療養指導

（栄養）パン

フレットの配布 

栄養士会 

市 

在宅 

未作成 

パンフレットの作成・配布について関係者と協議継続中 

「 在 宅 き た か

み」 連 携 支 援

たよりの発行 

在宅 
年４回 

320部 

令和7年4月（第29号）、同年8月（第30号）、同年11月

（第31号）、令和8年2月（第32号） 計４回発行 

「 在 宅 き た か

み」ホームペー

ジの運用 

在宅 

市 

包括 

随時 

更新 

令和7年度 更新37回（研修・イベント案内27件、活動報告 

25件、その他記事12件） 

アクセス数5,268件（前年度比965件の増） 

ホームページのリニューアル作業（令和7年11月～令和8年3月） 

  業者打合せを6回開催し、ホームページのデザイン、コンテンツの

構成等について協議、最終案作成（令和8年5月公開済） 

社会資源検索

シ ス テ ム 「 め っ

け！きたかみ」

の運用 

市 

在宅 

随時 

更新 

・一般サイト アクセス数：約8,700/月 

・関係者向けサイト アクセス数：約540/月 

自 分 で で き る

認知症の気づ

きチェックリスト

の配布 

市 350部 

自分の認知機能状況についてチェックリストを用いて自ら確認し、低

下している場合は受診を促すもの。認知症の早期発見・早期受診

を目的として、医療・介護関係機関等に配布。 

受診サポートメ

モ （ 耳 鼻 科

用）の活用 

市 随時 

聴力低下の早期発見・早期受診を目的に、市が実施する高齢者

訪問事業等において、難聴が疑われる高齢者に市職員が所見を記

入したサポートメモを配付。それを本人が受診医療機関に渡すこと

で、医療機関が診療の参考にするもの。 

医 療 ・ 介 護 ・

福祉の連携に

関 わる専 門 の

相談窓口 

在宅 随時 

令和7年度 259件（前年同期142件増） 

相談先：地域包括支援センター、居宅介護支援事業所 他 

相談内容：その他分類が激増した。内容は、生活困窮、権利 

擁護、成年後見などであったので、令和８年度新たに項目を 

設けることにする。 

※別紙資料1-１あり 

４ 「在宅医療に必要な連携を担う拠点」と「在宅医療・介護連携推進事業」の連携等 

(１)  「岩手県保健医療計画（2024-2029）」での位置づけ 

 ●各種調査物 

   ・令和７年７月「在宅医療に必要な連携を担う拠点における在宅医療体制整備に関する実態調

査」に回答した（市） 
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 ●各種研修会等（岩手県、岩手県医師会主催） 

    ・令和7年度市町村職員等在宅医療・介護連携研修（基礎研修）を受講した 

令和7年7月28日 北上市（市、在宅きたかみ） 

・令和7年度在宅医療に必要な連携を担う拠点研修会で北上市の事例を発表した 

令和７年10月３日 盛岡市（市、在宅きたかみ） 

    ・令和7年度在宅医療人材育成研修（岩手県介護支援専門員協会）を受講したほか、柴内 

センター長がパネルディスカッションで話題提供した。 

令和7年12月９日 北上市（市、在宅きたかみ） 

    ・令和7年度市町村職員等在宅医療・介護連携研修（実務研修）を受講した 

令和８年２月13日 盛岡市（市、在宅きたかみ） 

・新潟県医師会との在宅医療・介護連携に係る意見交換会に参加同行した（新潟市医師会 

及び済生会新潟病院を併せて視察）   

令和７年６月18・19日 新潟市（在宅きたかみ） 

・岩手県医師会との意見交換会に出席しました 

  令和7年7月31日 盛岡市（在宅きたかみ） 

(２) 在宅医療・介護連携に係る国の動向（厚労省主催研修等含む） 

 ●各種調査物 

    ・令和7年8月「令和7年度在宅医療・介護連携推進事業の実施状況等に関する調査」に回答した

（市、在宅きたかみ） 

    ・令和7年10月「在宅医療・介護連携に係る在宅歯科医療連携に関するアンケート調査」に回答した 

（市、在宅きたかみ） 

 ●各種研修会等 

    ・「介護保険・高齢者保健福祉担当課長向け トップセミナー」（東北厚生局） 

令和７年8月22日 オンライン（市、在宅きたかみ） 

    ・「令和7年度都道府県・市町村担当者等研修会議」（厚労省主催） 

     研修会議Ⅰ（行政説明・講演） 令和7年10月22日 オンライン（市、在宅きたかみ） 

     研修会議Ⅱ（講演・演習）    令和7年11月7日  仙台市（市、在宅きたかみ） 

     研修会議Ⅲ（講演・演習）    令和7年11月21日 東京（在宅きたかみ） 

    ・「令和7年度在宅医療・介護連携のための多職種研修コーディネーター研修会」（国診協主催） 

      令和7年11月21日 東京（在宅きたかみ、市、地域包括支援センター） 

・「地域の在宅医療の提供体制整備に向けた調査・連携支援事業」グループワーク研修会 

                      令和８年１月18日 オンライン（在宅きたかみ） 

・「第78回済生会学会」 令和８年２月14日 滋賀県大津市（在宅きたかみ） 

ポスター発表２件 

５ その他 

(１) 広域連携等 

   ●県内外の市町村や連携拠点等からの研修会講師依頼又は視察受入れ等に対応する。 

・令和７年10月３日 令和7年度在宅医療に必要な連携を担う拠点研修会（盛岡市/事例発 

表：菊池課長） ※再掲 

・令和７年12月９日 令和7年度在宅医療人材育成研修（北上市/ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：柴内センター長） 

※再掲 
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   ●国や岩手県からの調査報告や関連会議・委員会等への出席要請に対応する。 

・特になし 

   ●二次医療圏や近隣市町村の連携拠点や医療機関との交流を図り、協力体制等について意見交換

する。 

・令和７年７月28日、10月３日及び２月13日開催の岩手県医師会主催研修会で釜石市をはじ 

め、県内の在宅医療連携拠点や市町村事業担当者と意見交換することができた。 ※再掲 

(２) 連携コーディネート 

●「岩手県医師会待機支援事業」のコーディネート窓口として対応する。 

・随時対応（申請８件） ※再掲 

●市内地域包括支援センター圏域ごとのケース検討会や地域ケア会議等に助言者として参加する。 

    ・ケース検討会、地域ケア会議出席（3回） 

   ●市内地域包括支援センターの三職種ごとの部会に出席し、専門職としてのスキルアップを図る。 

    ・毎月１回 主任ケアマネ部会、保健師・看護師部会、社会福祉士部会 

   ●市主催事業（研修会・各種会議等）に出席し、医療の専門的立場として助言する。 

    ・令和７年８月21日 北上市がん対策基金活用懇談会 

    ・ 同   ８月27日 北上市地域連携ネットワーク会議 

                （ワーキングクループ５月28日、６月25日、７月31日、１月28日） 

    ・ 同   ９月19日 高齢者虐待対応研修会 

    ・ 同   11月５日 第１回「多分野多機関協働プラットフォーム“ハブラボきたかみ”」 

    ・ 同   11月18日 北上市と北上医師会との懇談会 

    ・令和８年２月９日 第２回「多分野多機関協働プラットフォーム“ハブラボきたかみ”」 

・ 随時  まちの保健室 
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令和７年度在宅きたかみ「相談業務統計」（R7.４～R8.３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談先としては、地域包括支援セン

ターが 66 件、25.5％で最も多く、次に

一般市民 15.4％、行政関係者

15.1％、居宅介護支援事業所 13.5％

となっている。一般市民からの相談内

容としては、済生会病院内の患者関係

者や遠方に住む親族等からの相談な

ど、関係機関への連絡調整が必要な

ケースや継続性のあるケースが多いた

め、件数も増える傾向にある。  

【相談先】
1 地域包括支援センター（市内） 66 25.5%
2 一般市民 40 15.4%
3 行政関係者（市町村） 39 15.1%
4 居宅介護支援事業所（市内） 35 13.5%
5 地域関係者（社協、ＮＰＯ法人、各種団体、民生委員） 19 7.3%
6 介護事業所（居宅・地域密着・施設） 13 5.0%
7 在宅療養支援診療所 12 4.6%
8 済生会病院 9 3.5%
9 病院（済生会病院除く） 6 2.3%
10 障害者施設・相談支援センター等 5 1.9%
11 一般診療所 4 1.5%
12 市外の在宅医療介護連携拠点 3 1.2%
13 民間施設（サ高住・有料ホーム・高齢者住宅等） 3 1.2%
14 訪問看護事業所・リハビリ事業所 2 0.8%
15 薬局 1 0.4%
16 歯科診療所 0 0.0%
17 地域包括支援センター（市外） 0 0.0%
18 居宅介護支援事業所（市外） 0 0.0%
19 行政関係者（岩手県・保健所） 0 0.0%
20 その他 2 0.8%

259合計

資料１ -１ 
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参考資料  

○センター開設以来 10 年間の相談件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧倒的に“その他”の件数が多く、内容として

は、権利擁護（成年後見含む）、生活困窮支援

などが多いが、送迎手段や遠隔地親族から親

の安否、レスパイト入院など多岐にわたってい

る。分類の見直しを令和８年度の業務統計から

様式を変更して対応する。  

その他以外の分類で最も多いのが“病気や

治療・診察に関すること”で 19.9％、“退院後の

療養先等に関すること”が 13.6％と続いている。  

【相談内容】※複数事案あり
1 病気や治療・診察等に関すること 60 19.9%
2 退院後の療養先等に関すること 41 13.6%
3 研修会等に関すること 35 11.6%
4 介護保険サービスに関すること（入所含） 28 9.3%
5 医療保険サービスに関すること 8 2.7%
6 主治医（かかりつけ医）に関すること 4 1.3%
7 苦情 3 1.0%
8 薬剤の処方、薬局等に関すること 2 0.7%
9 連携パス等に関すること 2 0.7%
10 障害福祉サービスに関すること 1 0.3%
11 終末期医療、看取りに関すること 0 0.0%
12 その他 117 38.9%

301合計

令和７年度はトータル 259 件で、令和元年度の 240 件を超えて過去最高件数を記録

した。増加の主な要因は、相談内容が多岐にわたり長期化し、継続相談・対応が増加し

たことに加え、行政関係者からの相談も増加傾向にあった。  

なお、令和２年度の急激な落ち込みは、新型コロナウイルス感染症の拡大による窓口

業務の制限が影響したと思われる。  
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